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福島第一原子力発電所の滞留水に含まれる粒子状固形分の存在状態を把握するため、固形分の主要構成元素

である鉄の化学種をメスバウアー分光法により分析したところ、2 号機トーラス室など 3 箇所すべての試料

について鉄の大部分はβ－オキシ水酸化鉄(III)であることが分かった。また、トーラス室試料では微量の水酸

化鉄(II)，タンク試料からは微量の磁性体も検出された。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の原子炉建屋地下の滞留水からα核種が検出されている[1]。我々は滞留水に含まれ

るα核種の存在形態を調べ、その大部分は鉄(Fe)を主成分とする粒子状固形分に含まれることを明らかにし

てきた[2]。本研究では、Pu などのα核種が存在する粒子状固形分の主要構成元素が Fe であることに着目し、

滞留水に含まれる Fe 微粒子をメスバウアー分光分析し化学種を調べた。 

2. 実験 

2 号機トーラス室、3 号機トーラス室、3 号機 MSIV 室及び処理水タンクから採取した試料を 10μm フィル

タで遠心ろ過し固形分を捕集した。放射線量を低減するため固形分を超純水で洗浄し付着水を除去した。固

形分を風乾後、カーボン粉末を混合して測定試料とし、メスバウアー分光測定した。 

3. 結果と考察 

得られたメスバウアースペクトルをピークフィット解析したところ、2 号機トーラス室の Fe の大部分はβ

－オキシ水酸化鉄(III)（β-FeOOH）であることが分かった。また、Fe(II)成分も検出され、滞留水の液性を考

慮すると微量の水酸化鉄(II)の存在が示唆される。その他の滞留水についても Fe の大部分はβ-FeOOH であ

り、微量成分として 3 号機トーラス室からは水酸化鉄(II)，タンク試料からは微量な磁性体が検出された。 

4. 結論 

すべての試料について Fe の大部分はβ形のオキシ水酸化鉄(III)であることが分かった。また、採取場所に

より微量成分に違いがあることも明らかになった。 
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